
 

第 41 回交通工学研究発表会 オンライン開催のお知らせ 
第 41 回交通工学研究発表会の発表申込につきましては、各分野の研究者・実務者から今年も多くの論文の投稿を

頂きありがとうございました。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として、参加者が集まって行う発表会開催を断念し、オンライン形式で開

催することとしました。オンライン形式での開催でも多数のご聴講と活発なご意見の交換の場となるよう皆様のご参加を

お待ちしております。 
 

 

 

● 第 41回交通工学研究発表会 
1．主    催 ： 一般社団法人 交通工学研究会 

2．開 催 日 ： 2021 年 8 月 10 日（火）～ 11 日(水)  

3．開催形式 ： Zoomを使ったオンライン形式 

4. プログラム ： 当会ウェブページでご確認ください(7月上旬公表予定)。 

5．参 加 費 ： 発表者、聴講者 共通（論文集(CD-ROM)代、消費税を含む） 

    正会員： 8 , 2 5 0 円、特別会員： 1 0 , 4 5 0 円、学生会員： 3 , 8 5 0 円、非会員： 1 5 , 4 0 0 円 
 

◆オンライン形式開催に際してのご案内◆ 

 参加の皆さまへ 
・第 41 回交通工学研究発表会論文集(CD-ROM)を発刊します。(参加登録者へ後日郵送します。) 

・参加登録された方にはオンライン会場へのアクセスＵＲＬとパスワード、参加者へのお願い事項や 

 論文集閲覧方法等を後日メールでご案内します。 

・デモンストレーション展示および交通工学研究発表会懇親会は中止とします。 
・会社や自宅などから参加頂くことを想定しておりますが、適当な参加場所の確保が難しい方は事務局までメールでご相談下さい。 

 

 発表者の皆さまへ 
・発表は事前に動画を作成していただき投稿していただきます。質疑応答はＺｏｏｍを用いて生中継で行います。 

・動画の投稿方法や発表の方法は、発表申込時に登録された連絡先メールアドレスあてにご案内します。 

・この研究発表会で発表を行うと、2022 年刊行のオンラインジャーナル「交通工学論文集(特集号)第 8 巻」への 

 投稿資格を得ることができます。 

・45 歳以下（2021 年 4 月 1 日現在）の発表者による優れた論文発表に対して「研究奨励賞」を、交通安全に 

 寄与する優れた論文発表に対して「安全の泉賞」を、それぞれ贈呈いたします。ただし、両賞ともに投稿時の 

 発表予定者による発表ならびに質疑がなされなかった場合には対象となりません。 
 

◆参加登録方法について◆ 
・当会ウェブページのイベント情報に「第41回交通工学研究発表会参加申込フォーム」へのリンクより

お申込みください(http://www.jste.or.jp/Event/index.html)。  
・本研究発表会に参加するには、参加登録が必要となりますので、事前に参加登録をお済ませください。 

・申込みフォームから参加者情報の送信、参加費納入の両方の手続きが済むと、参加登録が完了となります。 

・ 申 込 期 間 ： 2021 年 7 月 5 日（月）～2021 年 7 月 26 日(月) 

・参加費納入期限： 2021 年 7 月 26 日(月)  

・参加登録が完了した方には、オンライン会場へのアクセス方法や論文集閲覧方法等の案内をメールで 

 お知らせします(開催日の 1 週間程前を予定)。 

・論文集 CD-ROM は申込フォームでご登録いただいた住所宛てに後日郵送いたします。 

・ご入金後のキャンセルはできませんので予めご了承ください。 
 

参加申込み・参加費納入に関するお問合せ：一般社団法人交通工学研究会 受付事務局 

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル (株)毎日学術フォーラム内 

TEL: 03-6267-4550  FAX:03-6267-4555  
 

MAIL： 
 

 
 

TOP/TOE 継続研鑽(CPD)認定プログラム（4H 単位）・交通工学研究会は建設系 CPD 協議会に加盟しています 

 一般社団法人 交通工学研究会 
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3-23 錦町 MK ビル 5階                                       

※開催に関する緊急の連絡は http://www.jste.or.jp/の新着情報欄にてお知らせいたします。 

http://www.jste.or.jp/Event/index.html


１．交通安全(１) ５．交通データの応用(１) ９．交通行動分析・需要予測(１) 13．都市交通計画(１)
　座　長：萩原　亨(北海道大学) 　座　長：寺部　慎太郎(東京理科大学) 　座　長：小根山　裕之(東京都立大学) 　座　長：藤原　章正(広島大学)
　副座長：福島　賢一(㈱福山コンサルタント) 　副座長：吉田　長裕(大阪市立大学) 　副座長：邢　健(㈱高速道路総合技術研究所) 　副座長：井ノ口　弘昭(関西大学)

10:00

1
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ式防護柵の性能向上に
関する研究開発について
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○平澤　匡介
　畠山　乃
　佐藤　義悟

土木研究所寒地土木研究所
土木研究所寒地土木研究所
鋼製防護柵協会

29
点列軌跡ﾃﾞｰﾀを用いた相互事故ﾘ
ｽｸの評価手法の検討
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○兒玉　崇
　西　剛広
　ﾍﾟﾝｸﾚｱｼｭ　ﾖｱﾝ
　徳永　雄斗
　田名部　淳

阪神高速道路(株)
阪神高速技研(株)
(株)ﾌｫｰﾗﾑｴｲﾄ
(株)地域未来研究所
(株)地域未来研究所

57
域外域内ODの段階的推定と同時
推定による時間帯別OD交通量逆
推定ﾓﾃﾞﾙの比較分析

○林　大樹
　藤田　素弘

名古屋工業大学
名古屋工業大学

85
高速道路SA/PAの駐車場利用特
性の分析

○有賀　なつほ
　兵藤　哲朗

東京海洋大学
東京海洋大学

10:25

2
舗装健全度･挙動履歴･落下物事
故の関係性について
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○佐藤　志帆
　平田　篤嗣
　春藤　康仁
　長谷川　知美

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国(株)
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国(株)
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国(株)
西日本高速道路(株)

30
ＥＴＣ２．０ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀを活用したｽ
ﾘｯﾌﾟ検出手法の構築
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○瀬尾　亜希子
　船岡　直樹
　金木　大輔

ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)
ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)
ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)

58
道路ﾈｯﾄﾜｰｸの機能階層性を表現
する道路利用特性指標に関する
ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ

○関原　敏裕
　柿元　祐史
　中村　英樹
　井料　美帆

名古屋大学
名古屋大学
名古屋大学
名古屋大学

86

休憩施設におけるﾊﾞｽ駐車ますの
利用実態とﾗｲｼﾞﾝｸﾞﾎﾞﾗｰﾄﾞを活用
したﾊﾞｽ専用化に関する研究
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○山本　隆
　宮本　宏隆
　馬屋原　敦
　竹澤　弘平
　森北　一光
　伊藤　義道

中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)

10:50

11:15

3
幹線道路単路部における昼夜間
事故率の分析

○関口　友太
　谷下　雅義
　須永　大介

中央大学
中央大学
中央大学

31
Q学習を活用した交通事故推計に
関する研究

○成瀬　拓海
　山脇　正嗣
　寺奥　淳
　森本　章倫

早稲田大学
(株)建設技術研究所
(株)建設技術研究所
早稲田大学

59
徳島都市圏の道路橋梁大規模補
修時における出発時間分散の効
果分析

○調子　健太
　奥嶋　政嗣

徳島大学
徳島大学

87

沿道商業施設非出入制限のもた
らす幹線道路への影響とその解
決策
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○清水　真人
　塚田　悟之

(株)ｱｰﾊﾞﾝﾄﾗﾌｨｯｸｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
(株)SUBARU

11:25

4
高齢運転者による事故発生と地域
特性との関係性に関する研究

○菅原　諭良斗
　佐々木　邦明
　小菅　英恵
　三上　杏奈

早稲田大学
早稲田大学
(公財)交通事故総合分析ｾﾝﾀｰ
(公財)交通事故総合分析ｾﾝﾀｰ

32
交通事故につながるﾆｱﾐｽのAI自
動計測の実務への適用性検討
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○野尻　敏弘
　大石　文隆

(株)長大
宮川興業(株)

60
O2Oｻｰﾋﾞｽ技術を活用した高速道
路の利用実態調査の可能性
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○南　航太
　深井　靖史
　秋山　岳
　荒川　邦雄
　三橋　咲月

首都高速道路(株)
(株)道路計画
(株)道路計画
(株)ｱﾄﾞｲﾝﾃ
(株)ｱﾄﾞｲﾝﾃ

88
生活道路に面した大規模小売店
舗における交通ｱｾｽﾒﾝﾄの事後調
査

○田部井　優也
　小早川　悟
　五十嵐　千叡

日本大学
日本大学
元日本大学

11:50

5

ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ試行運用中における
自動車利用者の意識変化と挙動
に関する分析
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○伊藤　大貴
　山田　怜旺
　鈴木　弘司
　米山　喜之
　安田　宗一郎

(株)長大
名古屋工業大学
名古屋工業大学
(株)長大
(株)長大

33
危険事象の分析方法高度化に関
する研究

○郭　雪松
　成田　健浩
　小林　寛

(株)建設環境研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

61
一般道路と高速道路の渋滞発生
時間差を考慮した相関分析と予測
可能性の検証

○清水　英聖
　柴田　文和
　武智　彩
　古頭　侑也

(公財)日本道路交通情報ｾﾝﾀｰ
(公財)日本道路交通情報ｾﾝﾀｰ
(公財)日本道路交通情報ｾﾝﾀｰ
(公財)日本道路交通情報ｾﾝﾀｰ

89
自動運転社会における駐車場の
集約化に関する研究

○山本　陸太
　古森　開
　高山　宇宙
　森本　章倫

首都高速道路(株)
早稲田大学
大阪産業大学
早稲田大学

12:15

12:40

6
見通しの悪い生活道路無信号交
差点部の安全性評価指標の検討

○長谷川　裕修
　工藤　理人
　葛西　誠
　田村　亨

秋田工業高等専門学校
元秋田工業高等専門学校
秋田工業高等専門学校
北海商科大学

34
AI画像認識技術を用いたﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚ
ｺｰﾀﾞｰからのﾋﾔﾘﾊｯﾄ検出の試行

○成田　健浩
　新井　奨
　郭　雪松
　小林　寛

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
元国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

62
ﾈｯﾄﾜｰｸ交通流ﾌﾞﾚｲｸﾀﾞｳﾝ判定方
法の構築

○森本　裕治
　坪田　隆宏
　吉井　稔雄
　飯星　明

愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学
本田技研工業(株)

90
｢道の駅｣における生活利便施設
の潜在需要に関する分析

○伊勢　昇
　野中　大暉
　湊　絵美

和歌山工業高等専門学校
和歌山県庁
和歌山市役所

13:10

 

13:40

２．交通安全(２) ６．交通データの応用(２) 10．交通行動分析・需要予測(２) 14．都市交通計画(２)
　座　長：蓮花　一己(帝塚山大学) 　座　長：中村　英樹(名古屋大学) 　座　長：清水　哲夫(東京都立大学) 　座　長：松本　幸正(名城大学)
　副座長：井窪　将(㈱ドーコン) 　副座長：萩原　武司(阪神高速道路㈱) 　副座長：和田　健太郎(筑波大学) 　副座長：小林　侑(国土交通省都市局)

13:50

7
高速道路利用に対して拒絶感を
持つﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの事故をめぐる意識
構造の分析

○長坂　奈月
　倉内　慎也
　吉井　稔雄
　白柳　洋俊

広島大学
愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学

35

人工知能を用いた汎用ｶﾒﾗによる
交通量調査技術の開発 ～昼夜24
時間の交通量常時観測に向けた
取り組み～
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

　今井　龍一
　神谷　大介
○山本　雄平
　田中　成典
　中原　匡哉
　姜　文渊
　中畑　光貴
　高野　精久
　山中　亮
　平野　順俊

法政大学
琉球大学
関西大学
関西大学
大阪電気通信大学
関西大学
関西大学
(株)ｻｰﾍﾞｲﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ
(株)中央建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
(株)日本ｲﾝｼｰｸ

63
Wi-Fiﾊﾟｹｯﾄｾﾝｻｰを用いた歩行者
交通量推計方法の検討

　宮治　卓実
○寺部　慎太郎
　柳沼　秀樹
　田中　皓介

元東京理科大学
東京理科大学
東京理科大学
東京理科大学

91 免許返納の影響要因
○中山　大地
　谷下　雅義
　須永　大介

中央大学
中央大学
中央大学

14:15

8
自動車運転時の危険と感じる意識
と種々の要因間分析

○加藤　研二 阿南工業高等専門学校 36

路側からの撮影動画を用いた車
種別車両計測とﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ認識
の複合認識ｼｽﾃﾑの開発および流
動分析への適用可能性検証

○小篠　耕平
　菅原　宏明
　藤井　純一郎
　大久保　順一
　岡野　将大

八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)

64

Wi-Fiﾊﾟｹｯﾄｾﾝｻｰﾃﾞｰﾀを用いたｺﾛ
ﾅ禍における中心市街地の人々の
活動分析
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○西堀　泰英
　加藤　秀樹
　嚴　先ﾖﾝ
　豊木　博泰
　佐々木　邦明

大阪工業大学
(公財)豊田都市交通研究所
東京大学
山梨大学
早稲田大学

92
運転停止者のQOLに影響を与え
る要因の分析

○柳原　崇男 近畿大学

14:40

9
教育効果の持続性と行動変容に
着目した交通安全KYT教材の評
価

○長谷川　裕修
　菅原　梓
　葛西　誠
　田村　亨

秋田工業高等専門学校
元秋田工業高等専門学校
秋田工業高等専門学校
北海商科大学

37
ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀと車両感知器ﾃﾞｰﾀを用
いた交差点方向別交通量の推計

○塩見　康博 立命館大学 65
駅まち回遊における正規化RLﾓﾃﾞ
ﾙの空間移転性

○月田　光
　羽藤　英二

東京大学
東京大学

93
地方都市における自動車の非合
理的な保有動機に関する研究

○浅野　周平
　大門　創
　島　実里

福井大学
國學院大學
元福井大学

15:05

15:30

10
親子関係に着目した高校生の交
通安全意識に関する研究

○森田　哲夫
　大峡　巧
　新井　健司
　塚田　伸也

前橋工科大学
名工建設(株)
前橋工科大学
前橋市

38
ﾌﾟﾛｰﾌﾞｶｰを活用した車両台数推
計手法の構築
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○井上　翔太
　大角　良太
　大本　直哉
　児玉　晴佳
　斎藤　紀明
　池上　照子
　黒柳　茂

Supership(株)
ﾄﾖﾀ自動車(株)
Supership(株)
Supership(株)
ﾄﾖﾀ自動車(株)
ﾄﾖﾀ自動車(株)
Supership(株)

66
調整済みDRLﾓﾃﾞﾙを用いた時間
構造化ﾈｯﾄﾜｰｸ上の歩行者三次元
空間経路選択ﾓﾃﾞﾙ

○Shen Binchang
　羽藤　英二

東京大学
東京大学

94
自家用車･ｵｰﾄﾊﾞｲの両方に着目し
た東南ｱｼﾞｱ大都市におけるﾓｰﾀﾘ
ｾﾞｰｼｮﾝの進行ﾊﾟﾀｰﾝに関する研究

○太瀬　隆敬
　岡村　敏之

(株)ｱﾙﾒｯｸVPI
東洋大学

15:40

11

760MHz帯域を活用した路面電車
と路線ﾊﾞｽの車車間および路車間
通信実証実験
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○山崎　俊和
　難波　秀太郎
　岡村　幸壽
　藤原　章正
　力石　真
　須田　義大
　小野　晋太郎
　長谷川　智紀
　山口　大助
　末松　辰義
　山広　昭善
　山本　康典
　岩下　洋平

中電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(株)
中電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(株)
中電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(株)
広島大学
広島大学
東京大学
東京大学
交通安全環境研究所
交通安全環境研究所
広島電鉄(株)
広島電鉄(株)
ﾏﾂﾀﾞ(株)
ﾏﾂﾀﾞ(株)

39
車両感知器ﾃﾞｰﾀを用いた交通渋
滞発生前後における車頭時間の
経年変化に関する研究

○池谷　風馬
　田中　伸治
　中村　文彦
　有吉　亮
　松行　美帆子

横浜国立大学
横浜国立大学
東京大学
横浜国立大学
横浜国立大学

67
同伴者に着目したﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調
査ﾃﾞｰﾀの基礎集計　－北部九州
圏を対象に－

○辰巳　浩
　吉城　秀治
　堤　香代子
　林田　葵

福岡大学
福岡大学
元福岡大学
第一復建(株)

95
定量的空間経済学に基づく空間
経済分析手法の開発

○杉本　達哉
　杉山　雅也
　高山　雄貴
　高木　朗義

八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)
(株)JR西日本ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ
金沢大学
岐阜大学

16:05

12
自動運転車両の事故防止のため
の減速に着目した路車間通信ｼｽ
ﾃﾑ導入に関する研究

○柴田　大雅
　小嶋　文
　山本　俊雄
　久保田　尚

埼玉大学
埼玉大学
(公財)交通事故総合分析ｾﾝﾀｰ
埼玉大学

40
感知器ﾃﾞｰﾀを用いた飽和交通流
率の変動分析

○高　逸旻
　小根山　裕之
　柳原　正実

東京都立大学
東京都立大学
東京都立大学

68
大阪･関西万博の来場者輸送にお
ける道路交通運用に関する考察

○釡賀　一輝
　井ﾉ口　弘昭
　秋山　孝正

関西大学
関西大学
関西大学

96
都市における電気自動車の充放
電制御が環境性に与える影響

○川崎　直哉
　室町　泰徳

元 東京工業大学
東京工業大学

16:30

16:55

13
自動運転機能利用による運転者
の疲労軽減効果に関する研究

○花守　輝明
　関谷　浩孝
　御器谷　昭央

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土交通省 道路局

41
ﾓﾊﾞｲﾙ空間統計を活用した交通量
調査の可能性について
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○平田　篤嗣
　佐藤　志帆
　永井　基貴
　長谷川　知美

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国(株)
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国(株)
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国(株)
西日本高速道路(株)

69
ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀを用いた観光
地渋滞の短期予測

○古川　泰地
　吉岡　慶祐
　下川　澄雄
　桑原　雅夫
　森田　綽之

横浜国立大学
日本大学
日本大学
東北大学
日本大学

97
避難場所の収容可能人数と浸水
域外避難を考慮した津波避難計
画の検討

○坂本　淳
　小笠原　誠
　石川　ひとみ

高知大学
(株)四電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
(株)四電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

第41回交通工学研究発表会 第1日目【2021年8月10日(火)】プログラム
発表12分、質疑12分　○は発表者

≪第１会場≫ ≪第２会場≫ ≪第３会場≫ ≪第４会場≫

交通工学研究会活動報告セッション(ランチョン形式)
於)第1会場

交通工学研究会で公益事業の一環として実施している自主研究活動のうち、
令和2年度末に終了した1件の基幹研究「道路の交通容量とサービスの質に関する研究」(代表：下川澄雄 日本大学教授)の成果について口頭報告します。
また、本年度より『公募型』自主研究活動の枠組みを見直しましたので、鈴木弘司自主研究小委員会委員長よりご案内いたします。皆様奮ってご聴講ください。



３．歩行者交通 ７．道路線形・車両挙動 11．交通流(１) 15．公共交通(１)
　座　長：小林　寛(国土技術政策総合研究所) 　座　長：横地　和彦(国土技術政策総合研究所) 　座　長：藤田　素弘(名古屋工業大学) 　座　長：溝上　章志(熊本学園大学)
　副座長：柳原　崇男(近畿大学) 　副座長：多田　昌裕(近畿大学) 　副座長：嶋澤　俊之(首都高速道路㈱) 　副座長：高砂子　浩司((一財)計量計画研究所)

10:00

14
非幹線道路ﾌﾞﾛｯｸｴﾘｱ内における
人対車両交通事故ﾘｽｸ要因分析

○兵頭　知
　岡田　航平
　轟　朝幸

日本大学
元日本大学
日本大学

42
ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ幾何構造要素と車両
走行位置の関係分析

○西垣　裕樹
　張　馨
　柿元　祐史
　中村　英樹

元 名古屋大学
名古屋大学
名古屋大学
名古屋大学

70

東京外環道(外)美女木JCT 交差
点における案内標識および路面
標示変更による渋滞対策の効果
検証
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

　本間　英貴
　鎌田　恭典
　小宮　奈保子
○清宮　広和
　清田　裕太郎
　石田　貴志

東日本高速道路(株)
東日本高速道路(株)
東日本高速道路(株)
(株)ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
(株)道路計画
(株)道路計画

98
COVID-19によるﾊﾞｽ利用者減少
要因-豊田市おいでんﾊﾞｽICｶｰﾄﾞ
ﾃﾞｰﾀを用いて-

○鈴木　雄
　山崎　基浩
　三村　泰広
　松本　幸正

(公財)豊田都市交通研究所
(公財)豊田都市交通研究所
(公財)豊田都市交通研究所
名城大学

10:25

15
歩行者の横断中事故の分析：車
両の接近方向に着目して
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○矢野　伸裕
　森　健二

科学警察研究所
科学警察研究所

43
実証実験による瓢箪型ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳ
ﾄ幾何構造の検討
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○奥城　洋
　吉岡　慶祐
　石黒　雄紀
　中根　武志
　松岡　寿章
　首藤　貴子
　張　馨
　中村　英樹
　阿部　義典
　神戸　信人
　下川　澄雄

ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(株)
日本大学
愛知県
愛知県
ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(株)
ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(株)
名古屋大学
名古屋大学
国際航業(株)
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
日本大学

71

東京外環道(内)大泉JCT付近にお
ける車線運用変更による渋滞･事
故対策の効果検証
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

　本間　英貴
○鎌田　恭典
　小宮　奈保子
　清宮　広和
　中林　悠
　石田　貴志

東日本高速道路(株)
東日本高速道路(株)
東日本高速道路(株)
(株)ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
(株)道路計画
(株)道路計画

99
COVID-19禍における公共交通利
用減少の構造-山形市のｹｰｽｽﾀ
ﾃﾞｨ-

○吉田　樹 福島大学

10:50

16
都市内道路における乱横断発生
要因と抑制策に関する分析

○永脇　有里子
　鈴木　弘司

名古屋工業大学
名古屋工業大学

44
多車線高速道路における右付加
左絞込み方式付加車線区間の効
果的な標識配置検討

○原尾　彰
　岩崎　真純
　大畑　長
　熊倉　大起
　後藤　秀典
　糸島　史浩
　Jian　XING

(株)高速道路総合技術研究所
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)高速道路総合技術研究所
(株)高速道路総合技術研究所

72
連続走行軌跡により車群と車線利
用を考慮した都市高速道路の速
度低下に関する研究

○中神　勇人
　宇野　伸宏

中日本高速道路(株)
京都大学

100
自家用車を活用した運送ｻｰﾋﾞｽの
持続可能性の要因に関する研究

○竹内　龍介
　吉田　樹
　猪井　博登

国土交通政策研究所
福島大学
富山大学

11:15

11:40

17
歩行者横断指導線の認知度と二
段階横断施設への適用可能性に
関する分析

○足立　国大
　鈴木　弘司
　伊藤　大貴
　池水　丈明

(株)長大
名古屋工業大学
(株)長大
(株)長大

45
高速道路の事故多発S字曲線区
間における車両走行挙動と道路
線形の関係分析

　赤羽　弘和
　坂田　裕彦
　畔田　雅裕
　南部　繁樹
　鶴田　翔太
○清水　佑馬

千葉工業大学
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ九州(株)
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ九州(株)
(株)ﾄﾗﾌｨｯｸﾌﾟﾗｽ
(株)ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
千葉工業大学

73
都市高速道路合流部における車
線利用率と旅行時間の関係に関
する研究

○服部　友哉
　塩見　康博

立命館大学
立命館大学

101

中山間地域における生活交通に
よる自立的外出可能性の醸成と
外出頻度及び住み続け意識との
関係

○岡村　篤
　橋本　成仁

北海道立総合研究機構
岡山大学

11:50

18

単路部無信号横断歩道における
車両の譲りに着目した交通管理の
国際比較に関する研究
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○吉村　暢洋
　小早川　悟
　田部井　優也

日本大学
日本大学
日本大学

46
挙動分析に基づいた名古屋市基
幹ﾊﾞｽﾚｰﾝの交差点安全性に関す
る研究

○岩尾　駿平
　鈴木　弘司

名古屋工業大学
名古屋工業大学

74
ﾄﾝﾈﾙ照明PMLが車両速度に与え
る影響の交通容量要因別分析

　飯田　克弘
　向井　政晴
○澤田　英郎

大阪大学
西日本高速道路(株)
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西(株)

102

自家用有償旅客運送による貨客
混載事業の取り組みについて－
宮崎県西米良村でのﾎｲﾎｲ便事業
を対象として－
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

　吉武　哲信
○首藤　真希
　白石　悦二
　星田　康臣
　黒木　世巨

九州工業大学
大成ｼﾞｵﾃｯｸ(株)
日本工営(株)
日本工営(株)
西米良村役場

12:15

19
ﾗｯｼｭ時の駆込み乗車とｴｽｶﾚｰﾀｰ
利用に関する研究

○元田　良孝
　宇佐美　誠史

岩手県立大学
岩手県立大学

47
複雑な交差点における異なる信号
灯器位置に対する車両挙動分析

○小松　香貴
　小根山　裕之
　柳原　正実

東京都立大学
東京都立大学
東京都立大学

75
単路部ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ部における追従
挙動ﾃﾞｰﾀに対するｶｵｽ時系列解
析

○葛西　誠
　長谷川　裕修

秋田工業高等専門学校
秋田工業高等専門学校

103

複数事業者が参画する過疎地域
での貨客混載実現に向けた課題
整理-長崎県平戸市及びその周辺
地域を対象として-
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○白石　悦二
　工藤　敢大
　星田　康臣
　吉武　哲信

日本工営(株)
佐賀県庁
日本工営(株)
九州工業大学

12:40

13:05

20
｢ことばの観光地ﾏｯﾌﾟ｣実用展開へ
向けたZoom遠隔実験

○石井　真弘
　松本　浩子
　内田　敬

大阪市立大学
大阪市立大学
大阪市立大学

48
右折車両を考慮した交差点改良
による渋滞対策
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○宗光　太助
　吉井　稔雄
　倉内　慎也
　坪田　隆宏
　前野　慎介

四国地方整備局 松山河川国道事務所
愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学
中央ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)

76
単路部ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸにおけるCapacity
Dropを低減する走行挙動：連続体
交通流理論に基づく一考察

○和田　健太郎
　甲斐　慎一朗
　堀口　良太

筑波大学
(株)ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ
(株)ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ

104
地方自治体の公共交通導入ﾌﾟﾛｾ
ｽに着目した効果発現要因に関す
る研究

○竹内　龍介
　吉田　樹
　尾崎　光政

国土交通政策研究所
福島大学
国土交通政策研究所

４．自転車交通 ８．運転者認知・挙動 12．交通流(２) 16．公共交通(２)
　座　長：久保田　尚(埼玉大学) 　座　長：田久保　宣晃(科学警察研究所) 　座　長：内田　敬(大阪市立大学) 　座　長：中村　文彦(東京大学)
　副座長：海老澤　綾一(東京都) 　副座長：田中　伸治(横浜国立大学) 　副座長：塩見　康博(立命館大学) 　副座長：吉田　樹(福島大学)

14:05

21
地方自治体における自転車ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ計画の施策内容に関する分
析

○小川　圭一
　松井　康太

立命館大学
大阪市

49
視線誘導標設置区間における帯
状ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾄの機能評価

○頓部　真大
　浜岡　秀勝
　萩原　亨
　佐々木　伸
　高木　一誠

東日本高速道路(株)
秋田大学
北海道大学
(株)ﾈｸｽｺ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東北
積水樹脂(株)

77
米国ﾌﾘｰｳｪｲにおける車種別速度
標識の役割とその効果
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○塚田　悟之 (株)SUBARU 105
ﾊﾞｽ路線図の構成要素が｢わかり
やすさ｣に及ぼす影響

○吉城　秀治
　辰巳　浩
　堤　香代子
　奥村　友利愛
　原　安沙実

福岡大学
福岡大学
元　福岡大学
(株)福山ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
(株)ﾄｰﾆﾁｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

14:30

22
坂路における電動ｱｼｽﾄ自転車関
与事故の分析
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○萩田　賢司 科学警察研究所 50
高速道路合流部の交通円滑化を
支援する速度誘導灯に関する研
究

　大石　侑亮
　河合　ﾚﾅ
　高橋　翔
○萩原　亨

西日本高速道路(株)
北海道大学
北海道大学
北海道大学

78
流入抑制機能を果たすための環
状道路の旅行速度の基礎的検討

○吉岡　慶祐
　下川　澄雄
　友廣　大成
　鈴木　龍一

日本大学
日本大学
日本大学
元日本大学

106

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰへのﾋｱﾘﾝｸﾞ､利用者ｱ
ﾝｹｰﾄ､周辺環境分析から見た高
速ﾊﾞｽｽﾄｯﾌﾟの将来像について
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○松下　剛
　坂本　香
　内田　昂希
　福岡　裕介
　田尻　俊之

(公財)高速道路調査会
(公財)高速道路調査会
(株)片平新日本技研
(株)片平新日本技研
(株)片平新日本技研

14:55

23
自転車の車道通行率向上を目指
した情報提供内容の検討

○坪井　志朗
　三村　泰広
　嶋田　喜昭
　菅野　甲明

(公財)豊田都市交通研究所
(公財)豊田都市交通研究所
大同大学
大同大学

51
注意の引きやすさに着目した視覚
的な高速道路逆走防止対策の評
価

○長谷川　裕修
　保坂　美咲
　葛西　誠
　田村　亨

秋田工業高等専門学校
元秋田工業高等専門学校
秋田工業高等専門学校
北海商科大学

79
交通量変動を考慮した日交通量-
速度関係の推定

○柿元　祐史
　中村　英樹

名古屋大学
名古屋大学

107
時間と空間に着目したｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ
の乗り継ぎ実態と許容指標の試算

○伊藤　聖樹
　松本　幸正

名城大学
名城大学

15:20

15:45

24

交差点流入部における自転車通
行空間整備に関する交通実態の
分析―幅員の狭い交差点を対象
として―

○佐藤　拓郎
　小早川　悟
　小柳　純也
　田部井　優也
　大谷　祐樹

日本大学
日本大学
(独法)都市再生機構
日本大学
ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)

52
運転者の状態不安と注意制御が
運転挙動に与える影響

○飯田　克弘
　吉村　海斗

大阪大学
西日本旅客鉄道(株)

80
幹線道路交通量の変動特性に関
する分析

○ 小林　貴 交通安全環境研究所 108

自動運転の実証実験ﾙｰﾄ沿線住
民の意識分析と本格導入への示
唆
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○馬渡　真吾
　井坪　慎二
　金子　雄一郎

国土交通省道路局
愛知県建設部
日本大学

15:55

25
無信号交差点での自転車挙動と
運転者の交通安全意識に関する
研究

　橋本　成仁
○矢田　篤史
　海野　遥香
　萩原　祥行
　堀　裕典

岡山大学
岡山大学
東京理科大学
ｵﾑﾛﾝ ｿｰｼｱﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)
岡山大学

53
超指向性ｽﾋﾟｰｶｰが発する警告音
の心理的作用

　飯田　克弘
　泉谷　秀幸
○澤田　英郎

大阪大学
大阪大学
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西(株)

81
ﾐｸﾛ交通ｼﾐｭﾚｰﾀを用いた公共交
通優先信号制御の効果の検証

○加藤　泰貴
　溝上　章志

熊本大学
熊本学園大学

109
逆強化学習を用いた通勤鉄道の
利用特性の定量化に関する研究

○大窪　智博
　森本　章倫

早稲田大学
早稲田大学

16:20

26

自転車用ﾊﾝﾌﾟの設置による無信
号交差点での安全性向上効果の
実証分析
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

　村松　久
　金渕　信秋
○立松　秀樹
　加藤　明里
　髙山　琴名
　中村　英樹
　康　楠

焼津市役所建設部
焼津市役所建設部
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
名古屋大学
南京工業大学

54
車線規制渋滞時の交互合流定着
に向けた情報提供によるﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
心理と運転挙動の変化

○合田　理人
　外井　哲志
　大枝　良直

九州大学
元 九州大学
九州大学

82

Macroscopic Fundamental
Diagramによる交通信号制御方式
の開発に向けた基礎的検討
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○岩岡　浩一郎
　弘津　雄三
　福平　稔英

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)
愛知県警察本部

110

群馬県北部地域を事例とした高校
生の通学ｲﾒｰｼﾞと将来帰還意識に
関する検討
　　　　　　　　　　　　(実務論文)

○塚田　伸也
　角野　康太郎
　森田　哲夫

前橋市建設部
大鉄工業(株)
前橋工科大学

16:45

27

信号交差点における高速畳み込
みﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄﾜｰｸ手法による軌跡
ﾃﾞｰﾀを用いた自転車と左折車の
錯綜分析

○澤田　和樹
　吉田　長裕
　瀧澤　重志

京都府港湾局
大阪市立大学
大阪市立大学

55

Virtual Realityﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｼﾐｭﾚｰﾀを
用いた市街地交差点における右
折ﾄﾞﾗｲﾊﾞの横断歩行者認知に関
する研究

　岡崎　泰勢
○高橋　翔
　丸山　凌平
　萩原　亨

ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)
北海道大学
北海道大学
北海道大学

83
左直混用車線における観測による
飽和交通流率設定手法の比較検
証

○高橋　翼
　小根山　裕之
　柳原　正実

東京都立大学
東京都立大学
東京都立大学

111
大都市郊外の自然地域における
散策活動への交通手段の選択要
因

　片桐　由希子
　横倉　恵美
○清水　哲夫
　大平　悠季

金沢工業大学
東京都立大学
東京都立大学
東京都立大学

17:10

17:35

28
自転車を追い越す自動車の走行
挙動が対向車線の自動車走行挙
動に及ぼす影響

　松本　太朗
○吉城　秀治
　辰巳　浩
　堤　香代子
　権藤　梨奈

西日本高速道路(株)
福岡大学
福岡大学
元　福岡大学
佐賀県庁

56
ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ技術を用いた高齢
者の日常運転行動計測と一時停
止交差点における運転行動解析

　多田　昌裕
○平尾　健介
　塚本　哲也
　朴　啓彰
　岡田　昌也
　蓮花　一己

近畿大学
近畿大学
ｵﾑﾛﾝｿｰｼｱﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ
高知工科大学
九州大学
帝塚山大学

84
運転者属性に着目した飽和交通
流率の変動要因に関する研究

○青山　恵里
　浅見　公一
　下川　澄雄
　吉岡　慶祐

元 日本大学
西武造園(株)
日本大学
日本大学
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